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論 文 内 容 の 要 旨 
体外受精する魚類においては、雌雄のペアで放卵放精するペア産卵だけでなく、複数の雄が同時に
放精する様々な代替繁殖戦術が知られている。ベラ科魚類では、体色の地味な小さい雄（IP 雄）は
なわばりを持てず、グループ産卵（1 尾の雌と多数の雄で同時に放卵放精）や、他の雄のペア産卵へ
の飛び込み放精を行う。一方、体色の鮮やかな大きい雄（TP 雄）はなわばりを持ってペア産卵を繰
り返すが、IP 雄が多数集まってグループ産卵が頻繁に起こる地域では、TP 雄もグループ産卵に参加
することが知られている。しかし、雄がグループ産卵戦術を採用する際の社会的要因については、明
らかになっていない。 
本研究ではまず、ベラ科ミツボシキュウセンの IP 雄が、代替繁殖戦術を使い分ける際の社会的要因
を解明する目的で、野外において IP 雄を個体識別して繁殖行動を観察した。その結果、IP 雄のペア
産卵に、複数の小さい IP 雄が飛び込み放精した結果、グループ産卵が成立することを明らかにした。 
次に、TP 雄がグループ産卵戦術を採用する際の社会的要因を解明する目的で、野外において TP 雄
を個体識別して繁殖行動を観察した。その結果、どの TP 雄もペア産卵を好み、なわばりから他の雄
を追い払うが、単独で泳ぐ雌と出会う頻度が低い TP 雄だけが積極的にグループ産卵に参加すること
が明らかになった。すなわち、TP 雄はペア産卵の機会が少ない場合に、次善の策としてグループ産
卵戦術を採用していると考えられた。 
さらに、ベラ科では雌から雄へ性転換する雌性先熟個体と、生涯雄として過ごす一次雄が種内で共存
することが知られていたが、ミツボシキュウセンにおいて、一次雄（IP 雄）が雌に性転換すること
（雄性先熟）を初めて確認した。 
以上の通り、繁殖行動と生活史の両面において、従来知られていた以上に複雑な代替繁殖戦術が採用
されていることを明らかにした。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
魚類の代替繁殖戦術は 1980 年代から様々な分類群で研究されてきたが，多数の個体を識別し長期
間調査した例は少ない。本研究は，ベラ科魚類ミツボシキュウセンを材料に長期間の識別調査を実施
し，その代替繁殖戦術の実態を明らかにした。 
 まず，本種で縄張り雄戦術（主に大型の TP 雄）と２つの繁殖寄生戦術（主に小型の IP 雄）の
存在を明らかにした。さらに TP 雄は配偶機会が少ないと繁殖寄生戦術をとることが示され，さらに
ストリーキング産卵をする寄生雄（IP 雄）も状況が許せばペア産卵することも示された。このよう
に大型の縄張り雄，小型の繁殖寄生雄は，縄張り戦術や繁殖寄生戦術だけをするのではなく，状況に
応じて他の繁殖戦術を採用することから，個体の戦術の採用は状況に応じ可塑的であることを示した。
これは個体の戦術は固定的だとみなしてきた従来の考えを大きく覆す知見といえる。  
 これまで浮性卵を産む魚類では，複数雄が集団で雌に放精するグループ産卵がよく知られ，これ
ら魚類での特有の産卵様式とみなされてきた。申請、者は本種のグループ産卵をペア産卵に TP 雄や
IP 雄が様々に繁殖寄生することにより生じた結果としてとらえることにより，うまく理解できるこ
とを示した。これは放卵放精魚類のグループ産卵を可塑的な繁殖戦術という観点からとらえ直したも
のであり高く評価できる。 
 ベラ科魚類では雌性先熟型性転換が知られているが，本科魚類で雌から雄になる雄性先熟型の性
転換の存在がはじめて確認された。野外での発見を検証するための，雄偏りの性比での飼育実験では，
雄から雌への性転換の追認がなされた。本発見はその後のブダイ科やヤッコ科など複数の魚類系統群
での双方向性転換の研究の契機になるなど，魚類の性転換現象における本質の理解に大きな影響を与
えている。 
 以上のように，本研究は魚類での代替繁殖戦術や代替生活史戦術は，これまで考えられていた以
上に可塑性をもつことを強く示唆している。これらの成果は動物の繁殖にかんする行動生態学研究に
大きく貢献するものであり，博士（理学）の学位を授与するに値するものと審査した。 
